
      

                           

        

総
会
の
報
告 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【
１
日
目 

 

趣
旨
説
明
】 

生
活
保
護
裁
判
連
３
０
周
年
記
念
出
版
報
告 

 

２
０
２
５
年
京
都
総
会
に
て
、
吉
永
純
事
務

局
次
長
（
花
園
大
学
教
授
）
よ
り
、
生
保
裁
判

連
結
成
３
０
周
年
記
念
書
籍
『
チ
ェ
ン
ジ
・
ア

ク
シ
ョ
ン
生
活
保
護
～
生
活
保
護
３
０
年
の

軌
跡
』
の
出
版
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

１
９
９
５
年
の
結
成
当
時
、
社
会
不
安
の
中

で
生
活
保
護
行
政
の
締
め
付
け
が
強
化
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
生
保
裁
判
連
は
、
各
地
で
孤
立

し
て
い
た
個
別
裁
判
の
経
験
を
共
有
し
、
組
織

的
な
運
動
へ
と
転
換
さ
せ
る
原
動
力
と
な
り

ま
し
た
。
本
書
に
は
、
柳
園
訴
訟
や
生
存
権
裁

判
、
近
年
の
「
い
の
ち
の
と
り
で
裁
判
」
に
い

た
る
闘
争
の
記
録
が
克
明
に
刻
ま
れ
て
い
ま

す
。 

 

内
容
は
、
歴
史
的
証
言
か
ら
実
務
家
に
よ
る

解
説
、
当
事
者
や
メ
デ
ィ
ア
の
視
点
ま
で
多
面

的
に
構
成
さ
れ
、
巻
末
に
は
判
決
と
実
施
要
領

の
改
訂
を
対
比
さ
せ
た
詳
細
な
年
表
も
収
録

さ
れ
て
い
ま
す
。
吉
永
氏
は
、
３
０
年
間
の
運

動
が
最
高
裁
勝
訴
と
い
う
金
字
塔
に
結
び
つ

い
た
こ
と
を
総
括
。
そ
の
上
で
、
基
準
設
定
方

法
や
外
国
人
の
権
利
な
ど
未
解
決
の
論
点
を

挙
げ
、
未
来
に
向
け
た
運
動
の
さ
ら
な
る
拡
大

の
必
要
性
を
強
調
し
ま
し
た
。 

 

【
リ
レ
ー
ト
ー
ク
】 

 

２
０
２
５
年
京
都
総
会
の
リ
レ
ー
ト
ー
ク

で
は
、
４
つ
の
異
な
る
立
場
か
ら
生
活
保
護
裁

判
の
意
義
が
語
ら
れ
ま
し
た
。 

 

原
告
の
森
絹
子
さ
ん
は
、
１
０
年
に
及
ぶ
闘

い
の
中
で
、
支
援
者
と
の
「
温
か
い
繋
が
り
」

こ
そ
が
最
大
の
財
産
で
あ
り
、
声
を
上
げ
る
こ

と
自
体
の
価
値
に
気
づ
い
た
と
述
べ
ま
し
た
。 

 

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
林
直
久
さ
ん
は
、
現
場

感
覚
を
活
か
し
て
弁
護
士
ら
と
連
携
し
、
学
資

保
険
や
ホ
ー
ム
レ
ス
を
め
ぐ
る
裁
判
で
勝
訴

を
勝
ち
取
っ
た
経
験
か
ら
、
行
政
慣
行
を
打
破

す
る
司
法
の
力
を
報
告
し
ま
し
た
。 

 

元
弁
護
士
の
高
木
佳
世
子
さ
ん
は
、
北
九
州

市
の
「
暗
黒
の
時
代
」
に
お
け
る
困
難
な
事
件

を
振
り
返
り
、
生
存
確
保
等
の
障
壁
を
超
え
て

正
義
を
貫
く
確
信
を
語
り
ま
し
た
。 

 
支
援
者
の
中
野
加
奈
子
さ
ん
は
、
活
動
を
通

じ
て
原
告
が
自
信
を
取
り
戻
し
、
自
ら
の
言
葉

で
語
り
出
す
変
化
に
触
れ
、
こ
の
連
帯
の
プ
ロ

セ
ス
こ
そ
が
民
主
主
義
の
実
践
で
あ
る
と
締

め
く
く
り
ま
し
た
。 

 

そ
れ
ぞ
れ
の
報
告
は
、
裁
判
が
単
な
る
勝
敗

の
場
で
は
な
く
、
人
間
の
尊
厳
と
権
利
を
取
り

戻
す
場
で
あ
る
こ
と
を
示
し
ま
し
た
。 

 

【
特
別
報
告
】 

 

２
０
２
５
年
６
月
の
「
い
の
ち
の
と
り
で
裁

判
」
最
高
裁
判
決
に
つ
い
て
森
田
基
彦
弁
護
士

が
判
決
の
内
容
と
法
的
意
義
に
つ
い
て
特
別

報
告
を
行
い
ま
し
た
。 

 

本
裁
判
で
は
、
２
０
１
３
年
の
生
活
保
護
基

準
引
き
下
げ
の
根
拠
と
な
っ
た
「
デ
フ
レ
調
整
」

と
「
ゆ
が
み
調
整
」
の
是
非
が
争
わ
れ
ま
し
た
。

最
高
裁
は
、
物
価
下
落
を
理
由
と
し
た
デ
フ
レ

調
整
に
つ
い
て
、
専
門
的
知
見
と
の
整
合
性
を

欠
き
、
判
断
過
程
に
過
誤
が
あ
る
と
し
て
「
違

法
」
と
断
じ
、
原
告
勝
訴
の
判
決
を
確
定
さ
せ

ま
し
た
。
一
方
、
ゆ
が
み
調
整
に
つ
い
て
は
大

臣
の
裁
量
内
と
し
て
適
法
と
判
断
し
ま
し
た
。 

評
価
と
今
後
の
課
題 

 

判
決
は
、
客
観
的
数
値
や
専
門
的
知
見
と
の

整
合
性
を
重
視
す
る
審
査
枠
組
み
を
採
用
し

た
点
で
高
く
評
価
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
不
透

明
な
計
算
過
程
（
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
）
を
容

認
し
た
側
面
も
あ
り
、
行
政
裁
量
の
追
認
と
い

う
リ
ス
ク
も
孕
ん
で
い
ま
す
。 

 

現
在
は
国
が
設
置
し
た
専
門
家
会
議
に
て
、

差
額
の
算
定
方
法
や
新
処
分
の
対
象
範
囲
が

議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。
憲
法
２
５
条
に
基
づ
き
、

当
事
者
の
生
活
を
真
に
保
障
す
る
処
分
を
実

現
す
る
た
め
、
今
後
も
社
会
全
体
で
の
運
動
継

続
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

【
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
】 

 

２
０
２
５
年
京
都
総
会
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、「
こ
れ
か
ら
の
生
活
保
護

の
発
展
と
展
望
」
を
テ
ー
マ
に
議
論
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

 

尾
藤
廣
喜
弁
護
士
は
、
裁
判
運
動
の
歴
史
を

４
つ
の
波
に
分
け
、
政
策
形
成
機
能
の
獲
得
な

ど
の
発
展
と
、
担
い
手
育
成
や
国
民
的
ス
テ
ィ

グ
マ
の
解
消
と
い
っ
た
課
題
を
提
示
し
ま
し

た
。 

 

久
野
由
詠
弁
護
士
は
、「
い
の
ち
の
と
り
で

裁
判
」
や
加
算
漏
れ
事
件
の
逆
転
勝
訴
を
通
じ
、

組
織
的
取
り
組
み
の
重
要
性
を
強
調
し
ま
し

た
。 

 

田
所
良
平
弁
護
士
は
、
過
誤
払
い
返
還
訴
訟

に
て
「
一
度
食
べ
た
も
の
を
吐
き
出
せ
と
い
う

の
か
」
と
い
う
市
民
の
素
朴
な
感
覚
を
法
理
に

反
映
さ
せ
、
生
存
権
を
守
る
画
期
的
判
決
を
導

い
た
経
験
を
報
告
し
ま
し
た
。 

 

研
究
者
の
鈴
木
靜
氏
は
、
個
別
裁
判
の
成
果

が
全
国
へ
波
及
す
る
普
遍
的
意
義
を
説
き
、
大

学
と
の
連
携
強
化
を
提
案
し
ま
し
た
。 

 

フ
ロ
ア
か
ら
も
、
支
給
漏
れ
の
頻
発
や
行
政

委
託
に
よ
る
批
判
精
神
の
減
退
へ
の
懸
念
が

示
さ
れ
、
個
人
の
熱
意
に
頼
ら
な
い
制
度
的
基

盤
と
連
帯
の
必
要
性
が
浮
き
彫
り
と
な
り
ま

し
た
。 

 

【
提
案
】 

生
保
裁
判
連
か
ら
の
提
案
：
組
織
の
強
み
と
未

来
へ
の
展
望 

 

嶋
田
佳
広
さ
ん
は
、
生
保
裁
判
連
の
強
み
を

「
多
様
な
専
門
家
の
結
集
」「
裁
判
で
の
勝
利

実
績
」「
変
化
へ
の
適
応
力
」
の
３
点
に
整
理
し

ま
し
た 

。
特
に
、
３
０
年
間
に
わ
た
り
積
み

上
げ
て
き
た
重
要
判
例
は
社
会
の
「
防
波
堤
」

と
し
て
機
能
し
て
お
り
、
今
後
は
過
去
の
判
例

を
再
発
掘
し
、
現
代
の
課
題
解
決
に
活
か
す
重

要
性
を
提
唱
し
ま
し
た
。 

 

今
後
の
３
０
年
を
見
据
え
た
展
望
と
し
て
、

５
年
・
１
０
年
単
位
の
段
階
的
な
目
標
設
定
と
、

未
開
催
の
２
１
県
で
の
総
会
実
施
に
よ
る
全

国
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
を
掲
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
ド
イ
ツ
で
の
基
準
引
き
上
げ
と
排
外
主

義
的
な
揺
り
戻
し
の
例
を
引
き
、
日
本
の
現
状

を
内
側
か
ら
見
つ
め
直
す
必
要
性
を
説
き
ま

し
た
。 

 

最
後
に
、
社
会
保
障
の
普
遍
的
価
値
を
未
来

へ
繋
ぐ
た
め
、
若
手
研
究
者
や
弁
護
士
と
い
っ

た
後
継
者
の
育
成
こ
そ
が
、
組
織
が
果
た
す
べ

き
最
重
要
の
責
務
で
あ
る
と
締
め
く
く
り
ま

し
た
。 

 

【
総
会
】 

八
十
五
号 

二
〇
二
六
年
二
月
発
行 

○
発
行 

全
国
生
活
保
護
裁
判
連
絡
会 

○
事
務
局 

つ
く
し
法
律
事
務
所 
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生
保
裁
判
連 

ニ
ュ
ー
ス 

     

2025年裁判連総会を開催！！ 
全国生活保護裁判連絡会では、いのちのとりで裁判の最高裁勝訴も記念し、 

『チェンジ アクション 生活保護』と題して、２０２５年１０月２５日と２６日

に総会を開催しました。 

今号では大会の様子をお伝えします。 



 
２
０
２
５
年
京
都
総
会
の
締
め
く
く
り
と

し
て
、
竹
下
義
樹
事
務
局
長
が
生
活
保
護
裁
判

連
３
０
年
の
歩
み
と
未
来
へ
の
決
意
を
語
り

ま
し
た
。 

こ
の
３
０
年
間
、
生
保
裁
判
連
は
憲
法
２
５
条

の
生
存
権
を
守
る
た
め
、
声
な
き
人
々
と
共
に

理
不
尽
な
現
実
と
対
峙
し
続
け
て
き
ま
し
た
。

最
大
の
成
果
は
、
弁
護
士
、
研
究
者
、
実
務
者
、

運
動
団
体
が
一
体
と
な
っ
た
「
有
機
的
な
連
携
」

を
築
き
、
個
人
の
力
を
組
織
的
な
闘
い
へ
と
成

長
さ
せ
た
こ
と
で
す
。
こ
の
連
携
に
よ
り
、
専

門
家
や
支
援
者
の
層
が
全
国
的
に
厚
く
な
り
、

各
地
で
困
難
な
事
案
に
勝
利
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。 

 

一
方
で
、
利
用
者
の
高
齢
化
や
若
年
層
の
困

窮
な
ど
課
題
は
複
雑
化
し
て
お
り
、
組
織
の
持

続
可
能
性
も
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
竹
下
氏
は
、

７
０
代
を
迎
え
た
中
核
メ
ン
バ
ー
か
ら
次
世

代
へ
の
継
承
と
、
蓄
積
さ
れ
た
経
験
を
デ
ジ
タ

ル
化
し
共
有
す
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
急
務

と
し
て
挙
げ
ま
し
た
。
３
０
年
の
蓄
積
を
礎
に
、

時
代
に
即
し
た
変
革
を
果
敢
に
進
め
、
誰
に
で

も
生
存
権
が
保
障
さ
れ
る
社
会
の
実
現
を
目

指
す
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。 

 

【
２
日
目 

報
告
】 

 

２
０
２
５
年
京
都
総
会
の
２
日
目
は
「
現
代

生
活
保
護
の
論
点
」
と
し
て
、
３
つ
の
重
要
な

報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

ま
ず
、
小
林
美
穂
子
氏
（
つ
く
ろ
い
東
京
フ

ァ
ン
ド
）
よ
り
「
桐
生
市
事
件
」
の
衝
撃
的
な

実
態
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
同
市
で
は
、
保
護

費
の
不
当
な
一
部
支
給
や
書
類
の
偽
造
、
さ
ら

に
は
窓
口
で
の
威
圧
的
対
応
と
い
っ
た
「
組
織

的
不
正
」
が
横
行
し
て
お
り
、
第
三
者
委
員
会

か
ら
も
「
規
範
意
識
の
崩
壊
」
と
厳
し
く
指
摘

さ
れ
ま
し
た
。 

 

続
い
て
、
田
所
良
平
弁
護
士
が
「
生
活
保
護

基
準
改
定
を
め
ぐ
る
動
向
」
を
解
説
し
ま
し
た
。

物
価
高
騰
が
続
く
中
、
２
０
２
３
年
の
基
準
改

定
が
最
低
生
活
を
維
持
す
る
の
に
不
十
分
で

あ
る
こ
と
や
、
審
議
会
で
の
議
論
の
不
透
明
さ

を
批
判
し
、
司
法
を
通
じ
た
是
正
の
必
要
性
を

強
調
し
ま
し
た
。 

 

最
後
に
、
吉
永
純
教
授
が
「
外
国
人
の
生
存

権
」
に
つ
い
て
、
現
在
の
運
用
が
国
際
人
権
基

準
か
ら
見
て
極
め
て
不
十
分
で
あ
る
と
指
摘

し
ま
し
た
。
制
度
の
「
恩
恵
」
で
は
な
く
「
権

利
」
と
し
て
の
確
立
を
目
指
し
、
法
改
正
を
含

む
抜
本
的
な
見
直
し
の
必
要
性
を
説
き
ま
し

た
。 

 

こ
れ
ら
の
報
告
は
、
制
度
の
形
骸
化
や
差
別

的
な
運
用
に
警
鐘
を
鳴
ら
す
も
の
と
な
り
ま

し
た
。 

         

各
地
の 

 
 
 

闘
い
の
報
告 

い
の
ち
の
と
り
で
裁
判 

最
高
裁
判
決
を

受
け
て
の
給
付
に
つ
い
て 

 

 
 
 
 
 
 
 

事
務
局 

森
田
基
彦 

１ 

概
要 

 

令
和
７
年
６
月
２
７
日
宇
賀
克
也
裁
判
長

率
い
る
最
高
裁
第
三
小
法
廷
は
、
生
活
保
護
費

減
額
変
更
処
分
を
争
う
大
阪
高
裁
事
件
及
び

名
古
屋
高
裁
事
件
に
つ
い
て
、
生
活
保
護
法
８

条
２
項
に
反
し
違
法
と
断
じ
、
変
更
処
分
を
取

り
消
し
ま
し
た
。
上
記
判
例
の
多
数
意
見
は
、

本
件
引
下
げ
に
よ
る
削
減
額
の
９
割
近
く
を

占
め
る
「
デ
フ
レ
調
整
」
の
違
法
性
を
認
め
る

一
方
、
ゆ
が
み
調
整
（
＋
２
分
の
１
処
理
）
の

違
法
性
や
国
家
賠
償
請
求
は
認
め
ま
せ
ん
で

し
た
。 

 

厚
生
労
働
省
は
、
上
記
判
決
を
う
け
、
岩
村

正
彦
東
京
大
学
名
誉
教
授
を
委
員
長
と
し
て
、

行
政
法
学
者
、
社
会
学
者
、
経
済
学
者
ら
を
委

員
と
す
る
、「
社
会
保
障
審
議
会
生
活
保
護
基

準
部
会
最
高
裁
判
決
へ
の
対
応
に
関
す
る
専

門
委
員
会
」
を
設
け
、
令
和
７
年
８
月
１
３
日

か
ら
同
年
１
１
月
１
７
日
ま
で
９
回
に
渡
り
、

「
平
成
２
５
年
改
定
当
時
の
経
済
情
勢
を
踏

ま
え
た
生
活
扶
助
基
準
改
定
の
在
り
方
」「
判

決
の
効
果
及
び
平
成
２
５
年
当
時
の
生
活
扶

助
基
準
に
係
る
検
討
を
踏
ま
え
た
対
応
の
在

り
方
」「
生
活
保
護
法
の
理
念
・
実
務
と
の
関
係

及
び
平
成
２
５
年
生
活
扶
助
基
準
改
定
を
再

度
実
施
す
る
場
合
の
各
種
論
点
」
に
つ
い
て
審

議
・
検
討 

を
行
い
ま
し
た
。 

 

委
員
会
に
お
い
て
は
多
数
意
見
に
お
い
て

違
法
と
さ
れ
な
か
っ
た
「
ゆ
が
み
調
整
（
＋
２

分
の
１
処
理
）」
を
実
施
す
る
か
、
違
法
と
さ
れ

た
「
デ
フ
レ
調
整
」
に
代
わ
る
新
た
な
水
準
調

整
を
実
施
す
る
か
、
原
告
と
非
原
告
の
扱
い
を

統
一
す
る
か
等
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
ま
し
た
。 

委
員
会
の
審
議
経
過
、
報
告
書
に
つ
い
て
は
、

左
記
参
照 

（https://www.mhlw.go.jp/stf/newpag

e_60482.html

） 

 

弁
護
団
と
し
て
は
、
少
な
く
と
も
、
違
法
と
さ

れ
た
「
デ
フ
レ
調
整
」
に
つ
い
て
、」
新
た
な
手

法
に
よ
る
減
額
を
行
う
こ
と
は
紛
争
の
一
回

的
解
決
の
見
地
か
ら
許
さ
れ
な
い
と
意
見
を

表
明
し
て
き
ま
し
た
が
、
不
当
に
も
、
非
原
告

に
対
し
て
は
違
法
と
さ
れ
た
「
デ
フ
レ
調
整
」

に
代
わ
る
別
の
理
由
に
よ
る
減
額
を
行
う
旨

が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。 

 

非
原
告
に
対
し
て
一
定
の
給
付
が
行
わ
れ

る
こ
と
に
つ
い
て
は
評
価
す
べ
き
で
す
が
、
１

０
数
年
を
経
た
訴
訟
の
判
決
で
違
法
と
断
じ

ら
れ
た
「
デ
フ
レ
調
整
」
分
に
つ
い
て
、
別
の

理
由
に
よ
っ
て
減
額
処
分
を
行
う
と
い
う
行

政
決
定
は
、
原
告
ら
、
弁
護
団
、
司
法
判
断
を

愚
弄
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
は
、

別
途
の
争
訟
を
行
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
新
た
な
争
訟
に
つ
い
て
は
、
本
稿

の
主
題
か
ら
外
れ
ま
す
の
で
、
別
の
機
会
に
ご

報
告
い
た
し
ま
す
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
不
十
分
な
が
ら
も
、
原
告

の
み
な
ら
ず
非
原
告
に
対
す
る
給
付
（
約
２
０

０
０
億
円
の
給
付
措
置
）
が
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
こ
と
は
画
期
的
な
も
の
と
評
価
す
べ

き
で
あ
り
、
以
下
、
現
時
点
で
判
明
し
て
い
る

限
り
で
、
厚
生
労
働
省
告
示
第
４
３
号
に
基
づ

く
給
付
の
内
容
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
ご

報
告
し
ま
す
。 

 

２ 

給
付
内
容
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

 

減
額
さ
れ
た
生
活
扶
助
（
基
本
生
活
費
）
に

つ
い
て
は
、「
デ
フ
レ
調
整
分
」
▲
４
．
７
８
％

に
つ
い
て
は
▲
２
．
４
９
％
と
見
直
し
が
行
わ

れ
、
こ
の
差
額
を
追
加
給
付
さ
れ
る
も
の
と
し

て
い
ま
す
（
原
告
、
非
原
告
共
通
）（
①
）。
も

ち
ろ
ん
世
帯
類
型
ご
と
に
差
が
あ
り
ま
す
が
、

１
世
帯
あ
た
り
概
ね
１
０
万
円
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
他
方
、
原
告
に
関
し
て
は
、
こ
の
２
．

４
９
％
の
新
た
な
減
額
分
に
つ
い
て
も
特
別

給
付
が
な
さ
れ
ま
す
（
②
）。 

 

現
時
点
で
は
、
①
に
つ
い
て
は
令
和
８
年
３

月
頃
よ
り
自
治
体
の
準
備
が
整
い
次
第
支
給

さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
②
に
つ
い
て

は
判
決
確
定
後
に
国
か
ら
支
給
さ
れ
る
も
の

と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

更
に
、
デ
フ
レ
調
整
が
影
響
し
た
、
地
区
別

冬
季
加
算
額
、
期
末
一
次
扶
助
費
、
妊
産
婦
加

算
、
障
害
者
加
算
、
介
護
施
設
入
所
者
加
算
、

在
宅
患
者
加
算
、
放
射
線
障
害
者
加
算
、
入
院

患
者
日
用
品
費
、
母
子
加
算
、
未
成
年
者
控
除

に
つ
い
て
も
（
遡
及
的
）
加
算
の
対
象
と
な
り

ま
す
。 

 

な
お
、
現
在
ま
で
の
保
護
廃
止
世
帯
も
対
象

に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
世
帯
に
つ
い
て
は
、
当

時
の
世
帯
主
か
ら
自
治
体
に
対
し
て
申
出
を

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
対
象
者
は
忘
れ

ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

ま
た
、
外
国
籍
の
方
に
つ
い
て
も
追
加
給
付

の
対
象
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

３ 

終
わ
り
に 

 

以
上
の
通
り
、
最
高
裁
判
決
を
受
け
て
の
行

政
の
動
き
・
判
断
は
、
長
期
に
わ
た
る
訴
訟
を

戦
い
抜
い
た
原
告
、
支
援
者
、
弁
護
団
に
と
っ

て
は
許
容
で
き
る
内
容
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
行

政
の
新
た
な
給
付
の
内
容
（
減
額
の
理
由
）
は
、

紛
争
の
一
回
的
解
決
と
い
う
訴
訟
法
的
な
視

点
か
ら
も
問
題
が
あ
り
、
ま
た
、
あ
ら
た
な
減

額
理
由
で
あ
る
▲
２
．
４
９
％
に
つ
い
て
も
批

判
的
考
察
が
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ

ら
は
、
あ
ら
た
な
争
訟
に
て
当
否
を
問
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

他
方
、
非
原
告
お
よ
び
保
護
廃
止
世
帯
に
対
し

て
、
一
部
で
は
あ
る
も
の
の
給
付
を
行
う
こ
と

に
つ
い
て
は
評
価
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。 

 
 

       


